（別紙１）

事　業　計　画　書
	事業の区分
	新規事業　 ・　 継続事業　　＊いずれかに○印を記入ください。

	事業の名称
	

	事業の実施期間
	令和　　年　　月　　日（　）～ 令和　　年　　月　　日（　）

	地域団体の名称
	

	分野名
	　　　　の持続（過去に助成を受けた分野：　　　　　　　　　　）

	事業の実施重点地区・重点分野名（※）
	


（※）記入不要

	１　地域の現状と課題

どのような地域課題があるのか、わかりやすく記載してください。

	


	２　事業の内容

（1）取り組む内容について具体的に記入してください。

	


(2) 事業スケジュール（日程、場所、参加人数、実施内容などを時系列で記載してください。）　

	年月　
	場　所
	参加人数
	実施内容
	主な費用

	　　　
R8.4
	洲本市役所 会議室
	10名
	参加者打ち合わせ
	会場使用料、消耗品費

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	３　事業の効果・目標

事業実施により地域社会の問題解決にどうつながるのか、また、あわじ環境未来島構想の推進にどうつながるのかなど、数値を用いるなど事業の効果をわかりやすく記載してください。

	


	４　事業実施の展開

上記３の事業効果・目標を達成するための長期的なタイムスケジュール（時期、事業内容等）を具体的に記載して下さい。（次年度以降に事業の効果・目標を達成する計画である場合）

	


	５　審査の結果、補助金額が減額・不交付になった場合の対応

(1) 該当する項目に○印を記入してください。

ア 実施不可能　　　イ 実施可能

※事業計画を見直すことで、実施可能な場合は「イ」に○をしてください。

	(2)実施不可能の場合はその理由を、実施可能の場合は対応方策を記入してください。

	


	６　市の推薦（市が記入する欄）

　　本事業は、あわじ環境未来島構想を推進する事業であり、本補助事業の目的に沿った事業であることを確認いたしました。

	市名

部局名

役職/氏名

電話番号
メールアドレス


	７　市が負担する予算について（市が記入する欄）

	　　　地区名

事業名

予算額
＊　参考に該当する予算書の写し及び事業概要の分かる書類を添付ください。


	８　県確認欄（県が使用する欄）

	令和　　年　　月　　日確認
確認者　


※ 各項目について、記入欄が足りない場合は、適宜追加してください。

（別紙２）

収　支　予　算　書

１　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	科　目
	受入先
	金　額
	備　考

	あわじ環境未来島構想モデル事業補助金

（新規・継続）
	
	

	その他収入
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小　　　計
	
	
	

	自　己　財　源
	
	
	

	合　　　　計
	
	
	


※ 「あわじ環境未来島構想モデル事業補助金」の欄には、活用する補助金の区分に○印を記入し、金額の欄には、補助金の申込額を記入してください。

※ 「その他収入」は、収入の種類（協賛金、他の補助金など）ごとに記入してください。

２　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	経費区分
	科　目
	全体金額
	うち対象経費
	積算内訳

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　　　計
	
	
	
	


※ 経費区分は、活動経費、備品購入費等に分けて記載してください。

※ 収入と支出の合計は一致させてください。

※ 各項目について、行数が足りない場合は、適宜追加してください。

※ 積算内訳については、別紙（任意様式）で提出することもできます。

（別紙３）

地　域　団　体　概　要　書

	（ふりがな）

地域団体名
	
	構　成

団体数
	

	
	
	
	

	（ふりがな）

代表者職・氏名
	

	
	

	所　在　地

（連絡先）
	〒
TEL 　　　　　　　　　FAX

	URL
	

	E-Mail
	

	設立目的等
	組織

※○印をつけください。
	新設　・　既存

	
	（設立目的）



	設置に関する

規約等の名称
	規約の名称：

制定日：　　　　年　　月　　日

	地域団体の

活動実績
	※これまでの活動実績があれば記載してください。



	構成団体
	※複数の団体から構成する場合団体名をすべて記載してください。



	問い合わせ先
	（ふりがな）

氏　名　　　

住　所　〒　

TEL 　　　　　　　　　FAX


※この様式のほか、地域団体の設置に関する規約・役員名簿・その他県民局長が必要と認める
書類を添付してください。

（別紙４）

事　業　実　績　書
	事業の区分
	新規事業　 ・ 　継続事業　　＊いずれかに○印を記入ください。

	事業の名称
	

	事業の実施期間
	令和　　年　　月　　日（　）～ 令和　　年　　月　　日（　）

	地域団体の名称
	

	分野名
	　　　　の持続（過去に助成を受けた分野：　　　　　　　　　　）

	事業の実施重点地区・重点分野名（※）
	


（※）記入不要

	１　地域の現状と課題

どのような地域課題があるのか、わかりやすく記載してください。

	


	２　事業の内容

(1) 取り組んだ内容について具体的に記載してください。

	


(2) 事業経過（日程、場所、参加人員、実施内容などを時系列で記載してください。）　

	年月日　
	場　所
	参加人数
	実施内容
	主な費用

	　　　
R8.4.1
	洲本市役所 会議室
	10名
	参加者打ち合わせ
	会場使用料、消耗品費

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


	３　事業の効果

事業実施により地域社会の問題解決にどうつながったか、また、あわじ環境未来島構想の推進にどうつながったかなど、わかりやすく記載してください。

	


	４　事業実施に際して生じた問題点等

事業を通して生じた問題点と対応策、反省点等及び今年度事業を踏まえ、次年度以降、どのように活動を展開するのかについて記載してください。

	


※ 各項目について、記入欄が足りない場合は、適宜追加してください。

（別紙５）

収　支　決　算　書

１　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	科　目
	受入先
	金　額
	備　考

	あわじ環境未来島構想モデル事業補助金

（新規・継続）
	
	

	その他収入
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小　　　計
	
	
	

	自　己　財　源
	
	
	

	合　　　　計
	
	
	


※ 「あわじ環境未来島構想モデル事業補助金」の欄には、活用する補助金の区分に○印を記入し、金額の欄には、補助金の決定額を記入してください。

※ 「その他収入」は、収入の種類（協賛金、他の補助金など）ごとに記入してください。

２　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	経費区分
	科　目
	全体金額
	うち対象経費
	積算内訳

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　　　計
	
	
	
	


※ 経費区分は、活動経費、備品購入費等に分けて記載してください。
※ 収入と支出の合計は一致させてください。
※ 各項目について、行数が足りない場合は、適宜追加してください。

（別紙６）

領　収　書　総　括　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	
	経費区分
	科　目
	領収書内容
	金　額
	領収日付
	No

	補　　助　　対　　象　　経　　費
	
	
	
	
	
	1

	
	
	
	
	
	
	2

	
	
	
	
	
	
	3

	
	
	
	
	
	
	4

	
	
	
	
	
	
	5

	
	
	
	
	
	
	6

	
	
	
	
	
	
	7

	
	
	
	
	
	
	8

	
	
	
	
	
	
	9

	
	
	
	
	
	
	10

	
	
	
	
	
	
	11

	
	
	
	
	
	
	12

	
	
	
	
	
	
	13

	
	
	
	
	
	
	14

	
	
	
	
	
	
	15

	
	小　　計
	
	
	
	

	補助対象外経費
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	


※１ 領収書は、収支決算書の支出の部の「科目」順、その科目ごとの支出年月日順に分類整理のうえ、番号を記入し、その写しを添付してください。番号は科目ごとに新しくせずに、通し番号で記載してください。

※２ この表は、個々の領収書ごとに記入してください。

※３ 各項目について、行数が足りない場合は、適宜追加してください。
(記載例)








(記載例)











